
（別紙様式４）

〒

（住所）

（電話）

〒

（住所）

（電話）

3
年

単位 110 単位 4 単位 30 単位 0 単位 0 単位

120 人 78 人 人 0 % 6 %

人

人

人

人

％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)

％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)

％

人

（令和 7

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

 計 7

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験
を有し、かつ、高度の実務の能力を有する者を想定）の数

7

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等
においてその担当する教育等に従事した者で
あって、当該専門課程の修業年限と当該業務
に従事した期間とを通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号）

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 4

2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数 0

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

当該学科又は専攻
科のホームページ

URL
 https://www.century.ac.jp/

総単位数 20

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 20

うち企業等と連携した演習の単位数 0

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

20

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数 20

就職等の状況

■卒業者数 (C) 31

■就職希望者数 (D) 28

■就職者数 (E) 28

■地元就職者数 (F) 11

■進学者数 0

■その他

・国家試験不合格による資格取得希望者（再受験予定） 2人

年度 卒業者に関する 令和8年 5月1日時点 の情報）

■主な就職先、業界等

■就職率 (E/D)　　　 100

39

90

（令和7年度卒業生）

病院、診療所、介護老人保健施設、訪問リハビリ、医療福祉業界

学生総定員 学生実員(A) 留学生数（学生実員の内数）(B) 留学生割合(B/A) 中退率

0

学科又は専攻科の
目的

本学科は、医療専門職として必要な知識や技術に加え、人間関係作りの規範となる礼節に重きを置いた教育を通して、地域社会の
医療、福祉、保健に貢献できる理学療法士を養成することを目的とする。

学科又は専攻科の
特徴（取得可能な
資格、中退率　等）

最短の3年間で「理学療法士国家試験」の受験資格を得ることができる。
1学年1クラスの少人数制。卒業者には「専門士」の称号が授与される。

修業年限 講義 演習 実習 実験 実技昼夜の別
全課程の修了に必要な総単

位数

昼間 144

医療 医療専門課程 理学療法学科 平成26年度 ― 平成30年度

分野 認定課程名 認定学科又は専攻科名 専門士認定年度
高度専門士認定年

度
職業実践専門課程認定

年度

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
センチュリー・カレッジ

平成11年12月21日 理事長　鍔　一郎

921-8032

石川県金沢市清川町2番10号

076-280-8151

専門学校 金沢リハビリテー
ションアカデミー

平成11年12月21日 狩山　信生

921-8032

石川県金沢市清川町2番10号

076-280-8151

令和 8年 10月 20日

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

①

③

③

③

③

③

―

―

―

―

令和8年 7月 31日現在

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

専門学校金沢リハビリテーションアカデミー

専門学校金沢リハビリテーションアカデミー

専門学校金沢リハビリテーションアカデミー

専門学校金沢リハビリテーションアカデミー

任期
令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

令和7年6月16日～
令和9年3月31日（1年10ヵ月）

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

狩山　信生

山本　達也

曽山　薫

種本　美雪

所　　　属

公益社団法人石川県理学療法士会

公益社団法人石川県作業療法士会

金沢医科大学病院
リハビリテーションセンター

特定医療法人 扇翔会 南ヶ丘病院

医療法人社団慈豊会 久藤総合病院

名　前

北谷　正浩

米田　貢

池田　法子

竹澤　昌能

田福　智幸

中森　清孝

合歡垣　紗耶香

医療法人社団長久会 加賀のぞみ園

医療法人社団和楽仁 芳珠記念病院

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

g.次の教育課程編成委員会に、教育課程編成の見直し結果等を報告しているか。 している

（特筆すべき工夫等）

（２）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

d.教育課程や学生の学修成果等に関する現状や情報、データを教育課程編成委員会の委員に
提示しているか。

している

e.教育課程編成委員会の議事を記録し、学内回覧等しているか。 している

f.企業等委員の意見を教育課程編成見直しに反映しているか。 している

b.教育課程編成委員会に、以下①～③の類型に該当する企業等委員が参加しているか。
※①から③において、①又は②から１人、③から１人が委員として参画している場合、「している」
を選択。
※①又は②から１人、③から１人が委員として参画していない場合、「していない」を選択。

している

　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　   地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）

　②学会や学術機関等の有識者

　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

c.学校の教育課程編成の責任者が委員参加しているか。 している

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の
編成を行っていること。」関係

〇教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携

（１）教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針及び教育課程編成委員会等の位置付け

a.教育課程編成委員会を年２回以上開催しているか。 している

開催日時実績 第１回 令和7年 5月21日 18：00～19：45　／第２回 10月22日 18：00～19：45



理学療法
総合臨床実習Ⅱ

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを除
く。）

臨床実習指導者の指導・監督の下
で「見学」「協同参加」「実施」の流
れを重視し、理学療法評価・障害
像の把握・治療までを総合的に経
験する。

石川県立中央病院、金沢医科大学
病院、金沢こども医療福祉セン
ター、金沢市立病院、済生会金沢病
院　総数 49 施設

地域理学療法学臨床
実習

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを除
く。）

通所リハビリテーションや訪問リハ
ビリテーションでの実習を通し、地
域リハビリテーションに関する制度
を学び、理学療法士が担う役割を
理解する。

老人保健施設みしま野苑一穂、介
護老人保健施設陽翠の里、レイクサ
イド木場、金沢病院附属介護老人保
健施設、介護老人保険施設みらい
の里太陽　総数29 施設

理学療法評価学
臨床実習

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを除
く。）

臨床実習指導者の指導・監督の下
で「見学」「協同参加」「実施」の流
れを重視し、理学療法における検
査・測定の経験を積む。

金沢医科大学病院、済生会金沢病
院、整形外科米澤病院、金沢赤十
字病院、芳珠記念病院　総数 49 施
設

理学療法総合
臨床実習Ⅰ

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを除
く。）

臨床実習指導者の指導・監督の下
で「見学」「協同参加」「実施」の流
れを重視し、理学療法評価・障害
像の把握・治療までを総合的に経
験する。

金沢医科大学病院、金沢赤十字病
院、金沢脳神経外科病院、済生会
金沢病院、城北病院　総数 51 施設

（２）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 企業連携の方法 科目概要 連　携　企　業　等

基礎理学療法学
臨床実習

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを除
く。）

理学療法士の対象者への対応を
見学し、社会人としての態度と理学
療法士としての基本的な技術を学
ぶ。そして、今後の専門知識や技
術の習得につなげていく。

金沢医科大学病院、金沢赤十字病
院、木島病院、恵寿総合病院、済生
会金沢病院　総数62 施設

g.企業等連携の実習・演習等における成績評価について、企業等と協議を行っているか。 している

h.適切な企業等連携の実習・演習となるよう、必要に応じて連携先企業等を見直しているか。 している

（特筆すべき工夫等）
臨床実習指導者会議　 令和7年 11月8日 14：00～16：00

d.教育課程や学生の学修成果等に関する現状や情報、データを教育課程編成委員会の委員に
提示しているか。

している

e.企業等の講師に対して事前打ち合わせや研修を行っているか。 している

f.企業等連携の実習・演習等の内容を学校側は適切に確認しているか（教員の見回り実施、実
習日誌の作成等）。

している

a.実習等又は演習の形態の授業で企業等連携を行っているか。 している

b.企業等と連携を行う際は、企業等との組織的な協定や契約を締結しているか。 している

c.企業等との連携内容を、連携先企業等との文書等で明示的に合意しているか（連携のマニュ
アル、手引き等定めているか）。

している

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針及び実習・演習等における企業等との連携内容



対象  期間
理学療法
学科 教員

R7.4月-9
月

理学療法
学科 教員

R7.4/20

管理者(理
学療法
士)、理学
療法学科
教員

R7.4/22、
4/26

理学療法
学科 教員

R7.5/17

理学療法
学科 教員

R7.6/1

管理者(理
学療法士)

R7.6/26

理学療法
学科 教員

R7.6/19

理学療法
学科 教員

R7.6/1

理学療法
学科 教員

R7.7/5-
7/6

理学療法
学科 教員

R7.5/31-
6/1

理学療法
学科 教員

R7.9/10

理学療法
学科 教員

R7.9/14

理学療法
学科 教員

R7.9/28

理学療法
学科 教員

R7.10/25

理学療法
学科 教員

R7.10/31-
11/1

理学療法
学科 教員

R7.10/7-
11/29

理学療法
学科 教員

R7.10/25-
10/26

和歌山ＳＦＭＡレベル1セミナー 株式会社 Functional(和歌山県)

日本神経理学療法学会(石川県)

金沢大学保健学リカレント教育講座「プログラム③ Ｄ
Ｘ・ＶＲでリハビリテーション（ベーシックコース／
アドバンスコース ）」

金沢大学(石川県)

発刊記念Webセミナー「あっという間のAIスライド作成
術」

株式会社医学書院(WEB)

第20回小児系在宅理学療法研究会セミナー「こどもの
教育を支援するリハビリテーション〜保育所等訪問支
援を中心に〜」

小児系在宅理学療法研究会(WEB)

合同研修会「最近増えている医療的ケアを学ぼう～血
糖管理と酸素療法～」

石川県小児医療ネットワーク事業
協議会、いしかわ医療的ケア児支
援センター“このこの”(WEB)

研修名・内容 連携企業等（場所）
SHIGA2025国民スポーツ大会少年女子石川県選抜トレー
ナー帯同

石川県サッカー協会(石川県他)

第37回呼吸ケアセミナー 日本呼吸ケアネットワーク(WEB)

①専攻分野における実務に関する研修等

オンライン研修会「脳血管障害片麻痺患者の筋緊張異
常に対する理学療法評価」

石川県理学療法士会・石川県理学
療法士連盟合(WEB)

離床に活かす腸活実践アプローチ講座

石川県理学療法士会学術局主催研修会「運動機能障害
に対するマッスルインバランスのみかた」

石川県理学療法士会(石川県)

子どもの環境設定と運動療法 石川県理学療法士会(石川県)

第60回日本理学療法学術研修大会「総合知を推進する
臨床技能-社会的課題の解決を目指す-」

日本理学療法士協会(WEB)

日本離床学会(WEB)

施設代表者情報交換会 石川県理学療法士会(石川県)

「理学療法士の業務範囲と法的位置づけ～理学療法
士・作業療法士法および関連法規をもとに考える～」

日本理学療法士連盟、日本理学療
法学生協会関東支部(WEB)

東海北陸ブロック合同研修会「田中まさし先生ととも
にリハビリテーションの未来を想う」

石川県理学療法士会(WEB)

第41回東海北陸理学療法学術大会「The Beginning-ポ
スト2025 理学療法学の実装-」

東海北陸ブロック理学療法士協議
会(福井県)

第23回日本神経理学療法学会学術大会「根拠と反証 〜
エビデンスのブラッシュアップ〜」

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）認定専門課程等の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

「教職員研修等に係る規程」により、教員が現在担当している講義さらに将来担当する事が予想される講義・実務に係る知識
または技能を修得させ、教員の能力開発及び資質の向上を図ることを基本方針としている。
　研修等の種別は実習技術の修得・向上、専攻分野の専門性向上を目的する研修・研究、学術的な発展を目標とする学会へ
の参加・発表、授業および学生の指導力・教育技法等の進展を目的とした研修・研究があり、外部機関への参加、連携する企
業等への派遣、講師を招いて受講する学内研修によって実施する。教育課程編成委員会、連携している企業等の意見をふま
え、研修計画に基づき組織的に行っている。

（２）研修等の実績



理学療法
学科 教員

R7.12/13

理学療法
学科 教員

R7.12/20-
12/21

理学療法
学科 教員

R8.1/15

管理者(理
学療法士)

R8.1/22

理学療法
学科 教員

R8.1/30

管理者(理
学療法士)

R8.2/7

理学療法
学科 教員

R8.2/12

理学療法
学科 教員

R8.2/17

管理者(理
学療法
士)、理学
療法学科
教員

R8.3/1

理学療法
学科 教員

R8.3/8

理学療法
学科 教員

R8.3/14

管理者(理
学療法士)

R8.3/23

理学療法
学科 教員

R8.3/25

対象 期間
理学療法
学科 教員

R7.8/22

理学療法
学科 教員

R7.9/25

管理者(理
学療法
士)、理学
療法学科
教員

R7.11/10

理学療法
学科 教員

R7.12/1-
12/18

理学療法
学科 教員

R7.12/13

理学療法
学科 教員

R8.1/31

理学療法
学科 教員

R8.2/7

U40 Future Network 部会企画「理学療法士協会をうま
く活用したキャリア戦略～趣味と実益とスキルアップ
の循環のつくりかた～」

日本理学療法士協会(WEB)

出版記念Webセミナー「アイデアがパッと論文に変わ
る！AI超・時短執筆術」

株式会社医学書院(WEB)

研修名・内容 連携企業等（場所）
②指導力の修得・向上のための研修等

第34回石川県理学療法学術大会「“あなた”の参加で
変わる石川県の理学療法の未来-県士会活動を通じて学
びを深めよう-」

石川県理学療法士会(石川県)

第1回石川県理学療法士会こどもセミナー「こどもに対
する運動介入の考え方」

石川県理学療法士会(石川県)

石川県小児等在宅医療連携プロジェクト リハビリ部門
研修会「医療的ケア児の就学に向けて」

石川県小児医療ネットワーク事業
協議会(石川県)

令和 7 年度スポーツ障害予防事業部研修会「水泳選手
のメディカルサポートについて」

石川県理学療法士会(WEB)

 あそびがひらく こどもの世界：事例で学ぶ！あそび
がつなぐ支援のヒント

四天王寺和らぎ苑(WEB)

JFAアスレティックトレーナーセミナー「メディカル
チームにおけるアスレティックトレーナーの立ち位置
と役割」

日本サッカー協会(WEB)

令和7年度大阪府障がい児等療育支援事業 「『F-
words』に基づく子どもの障がいと支援の考え方：機
能、家族、健康、楽しみ、友達、そして未来」

四天王寺和らぎ苑(WEB)

U40 Future Network 部会企画「プロスポーツの現場を
支えるスペシャリスト〜好きなことをとことんやるん
だ。 そう心に決めてアクションを起こした体験談〜」

日本理学療法士協会(WEB)

出版記念Webセミナー「『失行』がスッキリわかる 明
日からの臨床に活かすヒント」

日本理学療法士協会(WEB)

2025年度技術・医学合同研修会「育成年代サッカーに
おいて身につけておきたい運動スキル～よく動く身体
をつくって怪我を予防しよう～」

石川県サッカー協会(石川県)

第12回日本小児理学療法学会学術大会 日本小児理学療法学会(愛知県)

「基礎学力の“つまずき”にどう向き合うか―ICTを活用した
支援の実践―」

LINES(WEB)

「書けない学生が語り出す瞬間 ～実習記録が紡ぐ個別成
長ストーリーの可視化と支援～」

富士フイルムシステムサービス株式
会社 ビジネス創出部 臨床実習支援
システム(WEB)

臨床実習指導者講習会アドバンスセミナー「実習生のやる
気を引き出すコミュニケーションスキル」

石川県理学療法教育協議会(WEB)

第5回理学療法士・作業療法士・言語聴覚士専任教員養成
講習会

全国リハビリテーション学校協会
(WEB)

PT・OT国試直前対策セミナー「町田塾」 株式会社医学書院(WEB)

金沢医科大学Pre-OSCE模擬患者 金沢医科大学(石川県)

全国リハビリテーション学校協会 北陸ブロック研修会「『養
成校教育の未来』時代に即したカリキュラムの具体的再構
築」

全国リハビリテーション学校協会北
陸ブロック(石川県)



管理者(理
学療法
士)、理学
療法学科
教員

R8.3/18

対象 期間
理学療法
学科 教員

（未定）

理学療法
学科 教員

R8.4月-9
月

理学療法
学科 教員

R8.5/31

理学療法
学科 教員

R8.6/6

理学療法
学科 教員

R8.6/20-
6/21

理学療法
学科 教員

R8.6/27-
6/28

理学療法
学科 教員

R8.7月

理学療法
学科 教員

R8.7/4-
7/5

理学療法
学科 教員

R8.11/14-
11/15

理学療法
学科 教員

R8.11/21-
11/22

理学療法
学科 教員

R8.12月

理学療法
学科 教員

R8.12/19-
12/20

理学療法
学科 教員

R9.2月

理学療法
学科 教員

R9.2/27-
2/28

理学療法
学科 教員

R9.3月

理学療法
学科 教員

R9.3/20-
3/21

対象 期間
管理者(理
学療法士)

R8.7/31-
8/2

理学療法
学科 教員

R8.9/26-
9/27

理学療法
学科 教員

R9.2月

第35回石川県理学療法学術大会 石川県理学療法士会(石川県)

第17回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会「み
んなで支える腎臓リハビリテーション －チーム医療で
つなぐ確かな疾病管理－」

日本腎臓リハビリテーション学会
(神奈川県)

連携企業等（場所）
第58回日本医学教育学会学術大会「Beyond your
Boundaries and Expectations」

日本医学教育学会(富山県)

第13回日本小児理学療法学会学術大会「つながる ひろ
がる 小児理学療法学」

日本神経理学療法学会(東京都)

JFAアスレティックトレーナーセミナー 日本サッカー協会(WEB)

日本物理療法合同学術大会2027「発掘する、物理療法
の可能性」

日本物理療法学会(福井県)

第42回東海北陸理学療法学術大会「理学療法の社会貢
献～『いきる』を支えるプロフェッショナル」

東海北陸ブロック理学療法士協議
会(三重県)

2026年度技術・医学合同研修会 石川県サッカー協会(石川県)

第31回岡山県理学療法士学会「TO BE the Okayama PT
－発見と交流―」

岡山県理学療法士会(WEB)

第55回日本呼吸療法医学会セミナー 日本呼吸療法医学会(WEB)

子どもの環境設定と運動療法 石川県理学療法士会(石川県)

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

第13回日本地域理学療法学会学術大会「地域理学療法
学の未来　～4つの実践領域の科学的検証と多様社会へ
の挑戦～」

日本地域理学療法学会(愛知県)

石川県理学療法士会(石川県)

日本呼吸ケア･リハビリテーショ
ン学会北陸支部(石川県)

第55回長野県理学療法学術大会「理学療法再考～振り
返りからの発展～」

長野県理学療法士会(WEB)

令和8年度第1回学術局主催研修会「運動系機能障害症
候群MSIの思考過程」

第18回日本呼吸ケア･リハビリテーション学会北陸支部
学術集会

研修名・内容
重症心身障害理学療法研究会セミナー

連携企業等（場所）
重症心身障害理学療法研究会(未
定)

AOMORI2026国民スポーツ大会少年女子石川県選抜ト
レーナー帯同

石川県サッカー協会(石川県他)

②指導力の修得・向上のための研修等

石川県理学療法作業療法協議会
(石川県)

金沢医科大学(石川県)金沢医科大学Pre-OSCE模擬患者

研修名・内容

令和8年度⽯川県理学療法・作業療法臨床実習指導者講
習会

臨床実習指導者講習会アドバンスセミナー　「医学教育に
学ぶ臨床推論 ―思考過程に着目した臨床実習指導の視
点―」

石川県理学療法教育協議会(WEB)



③学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、学生の心身の健康管理体制を
整備し、適切に運用していること。　※簡易評価項目

同内容評価項目を設けている

④学生の経済的側面に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用していること。
※任意項目

同内容評価項目を設けている

⑤学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用し
ていること。

同内容評価項目を設けている

①適切な体制を構築し、障がいのある学生、海外からの留学生、社会人経験者な
ど、多様な学生に対する支援を行っていること。　※任意項目

同内容評価項目を設けている

４　学生生活に関する支援

①カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対応するための環境整
備を行い、適切に運営していること。

同内容評価項目を設けている

②留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱える学生に対し適切な対
応を行っていること。

同内容評価項目を設けている

①入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、入学希望者に明示し、入
学者の選考を公正に行い、合否を決定していること。

同内容評価項目を設けている

２　自主的な学習の促進に対する支援

①学生の学力や学習状況を把握し、入学前教育や補習授業を行うなど学習支援に
取組んでいること。学生の円滑な学習に向け、シラバスの活用による学習成果の向
上や自主的な学習に関する適切な支援を行っていること。 　※任意項目

同内容評価項目を設けている

３　多様な学生に対する支援

①卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能力を含む資質能力の修得（資
格・免許等の取得や知識・技術・技能の修得を含む。）についての目標を定め、その
目標が達成できていること。

同内容評価項目を設けている

②学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標が達成できていること。 同内容評価項目を設けている

（３）学生の受入れ、学生支援

１　学生募集及び入学者の選抜、収容定員の管理

②企業等と連携した、実習、実技、実験又は演習等（以下「実習・演習等」という。）
の授業を行っていること。教育目標の達成に必要な企業等と連携した実習・演習等
の単位数の総授業単位数に占める割合を具体的に設定していること。

同内容評価項目を設けている

３　単位・卒業認定

①学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な卒業認定方針
（資格・免許等を含む習得させる職業能力を含む）を学科・コースごとに定め、当該
方針に基づき卒業の認定をしていること。

同内容評価項目を設けている

４　学修成果目標の達成状況

（２）学校運営

１　教育課程の編成と授業科目

①学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な教育課程編成・
実施方針を作成したうえで、教育課程を体系的に編成し、系統性・段階性に配慮し
た授業科目を配置していること。

同内容評価項目を設けている

２　教育の実施

①授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実技など、適切な授業形態で
教育が実施され、かつ、適切な教材が用いられるとともに、成績評価基準に基づき
成績評価を行っていること。

同内容評価項目を設けている

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目

（１）教育理念・目的・目標

１　教育理念、目的及び目標の設定等

①教育理念等を踏まえ、当該専門学校としての目的及び目標を明確に設定し、養
成する人材像を明確にしていること。

同内容評価項目を設けている

４．「当該専門課程等を置く専修学校において、学校教育法第百三十二条の二第二項の規定により評価を受け、その結果を
公表していること。」関係

〇学校関係者評価



③学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を公表していること。 同内容評価項目を設けている

④学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ継続的に行っていること。 同内容評価項目を設けている

４　社会からの理解と情報の公表

①学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われていること（職業教育に関
するマネジメント（教育の企画・設計・運営等）における責任体制を含む。）。

同内容評価項目を設けている

３　学校評価の実施と改善活動

①学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部からの意見を反映するな
ど、関連企業等団体、地域社会等からの意見を当該専修学校の運営やその改善・
向上において活用していること。 　※任意項目

同内容評価項目を設けている

②特に職業実践専門課程においては、教育課程編成委員会を年２回以上開催して
いること。

同内容評価項目を設けている

１　中期事業計画と財務基盤

①当該専修学校が策定している中長期的計画に、教育目的、教育目標の実現に
向けた具体的な内容が位置付けられていること。　※任意項目

同内容評価項目を設けている

②当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務基盤
を確立していること。

同内容評価項目を設けている

２　学校運営

３　施設・設備等の点検、改善等

①施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等を適切に行っていること。※任意項
目

同内容評価項目を設けている

②施設の改築・改修、設備の更新等の計画を定め、適切に実施していること。
※任意項目

同内容評価項目を設けている

（６）教育活動の基盤と改善・向上の取組

③図書室を設置し、専攻分野の教育に必要な専門書及び参考図書を配架し、必要
に応じて学生が閲覧できるようにしていること。　※任意項目

同内容評価項目を設けている

２　安全対策、防災組織

①学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校における安全対策を適切
に行っていること。

同内容評価項目を設けている

②火災の発生や防災に関する組織体制を整備し、適切に運営していること。  　※
任意項目

同内容評価項目を設けている

（５）教育環境

１　教育環境の整備

①教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等を備えていること。 同内容評価項目を設けている

②学生の学習支援のための施設(自習室等)を整備していること。また、学生の休
憩、食事のためのスペースを確保していること。　※任意項目

同内容評価項目を設けている

①学校の教育活動の改善、工夫を行うFD(Faculty Development)などの取組や、教
員の研究活動、自己啓発等への支援を行っていること。

同内容評価項目を設けている

②特に職業実践専門課程においては、企業等と連携して組織的に行っていること。 同内容評価項目を設けている

③教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修を企業等と連携して、組
織的に行っていること。

同内容評価項目を設けている

２　教員の組織編制等

①学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織を整備し、業務分担、責
任体制を規程等で定めていること。

同内容評価項目を設けている

②教員間で連携、協力体制を構築していること。 　※任意項目 同内容評価項目を設けている

３　教員の資質の向上

（４）教育実施組織・教員

１　教員の配置、募集、採用

①教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた教員を確保するために基
準等（教員の採用基準等）を整備し、適正に運用していること。

同内容評価項目を設けている

②教員の常勤・非常勤、年齢構成等、また教員一人当たりの授業時数等を把握し
ていること。また、教員の専門性、教授力を把握、評価していること。　※任意項目

同内容評価項目を設けている



種別

企業

企業

卒業生

卒業生

卒業生

保護者

「その他」

「その他」

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

任期所　　　属名　前

株式会社シェーネアルト
令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

長谷田　敦志 公立南砺中央病院
令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

田中　茉美 医療法人社団博友会  金沢西病院
令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

野倉　克利 医療法人積仁会 岡部病院
令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

小畑　貴司

松崎　充意 一般財団法人　石川県予防医学協会
令和7年4月1日～
令和9年3月31日（2年）

酒井　安代

情報提供方法 ホームページ
公表URL https://www.century.ac.jp/guide/evaluation/

公表時期 令和８年 １０月２０日

公表URL https://www.century.ac.jp/guide/evaluation/

公表時期 令和８年 １０月２０日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係

（１）情報提供

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

（４）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

情報提供方法 ホームページ

②教育目的・目標の達成状況や活動状況について関連する教育機関、産業界等を
はじめ、社会全体からの理解を得るよう取組んでいること。 　※任意項目

同内容評価項目を設けている

（３）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

令和8年 7月 31日現在

①当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関する情報を積極
的に公表していること。

同内容評価項目を設けている
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1 ○ 情報科学

情報についてのマナーを知り、情報を活用
するために必要な情報収集と判断・処理す
る力、情報をまとめる力（Word・ Power
Point・Excelを用いた作成）、情報を発信
する力を身につける。また、レポート作成
方法についても学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ 心理学

将来、対人援助職につく上で必要となる心
理学的知見と臨床心理学的技法を学ぶ。 1

後
2 ○ ○ ○

3 ○
コミュニケー
ション学

社会人・医療人として「人と生きる」ため
に必要不可欠なコミュニケーションスキル
について学ぶ。チーム医療を実践するため
の視野の拡大と洞察力、傾聴・共感する能
力、相手の立場で物事を推察する能力、継
続しやり遂げる能力等を身につける。

1
前

2 ○ ○ ○

4 ○
ライフスポー
ツ演習

障がいのある方たちがレクリエーションと
して楽しみ、時には、アスリートとして競
い合う様々な「スポーツ」があることを知
り、理学療法士としての支援を学ぶ。

1
前

1 ○ ○ ○ ○

5 ○ 生物学

細胞から個体へとつながりをもって学び、
ヒトの体の構造・働きと病態との関わりを
理解する

1
前

2 ○ ○ ○

6 ○ 物理学

私たちの身の回りに存在する「なぜ？」に
対して、物理学的に理解し、その学習を通
して理学療法士として必要な「基礎知識」
と「考える力と伝える力」の習得を目的と
する。

1
後

2 ○ ○ ○

7 ○ 英語

This course will provide students with
preparatory skills for everyday medical
and social communication in English It
will be achieved through self-
expression by the students in a
classroom atmosphere

1
前

2 ○ ○ ○

8 ○
基礎セミナー
Ⅰ

職場や地域社会で社会人として働くために
必要な「社会人基礎力」について理解す
る。社会人としての所作や多様なコミュニ
ケーションスキルを学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○ ○

9 ○
基礎セミナー
Ⅱ

医療人として求められる力、および情意・
認知・精神運動領域を理解する。特に情報
収集、要約、説明するスキルとリハビリ
テーションのチーム医療について理解す
る。

1
後

2 ○ ○ ○ ○
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10 ○
キャリアデザ
イン学Ⅰ

社会人として身に着けるべき所作・マナー
や行動の際に求められることを理解し、実
践できるようになる。そして「自己分析」
を通して行動の目標を定め、自分の「キャ
リアデザイン」につなげる。

2
前

2 ○ ○ ○ ○

11 ○
キャリアデザ
イン学Ⅱ

自分の「理学療法士」としてのキャリアデ
ザインを行い、実現するために具体的に行
動し準備を進める。

2
後

2 ○ ○ ○ ○

12 ○ 解剖学Ⅰ

解剖学は、人体の形状・構造を研究する学
問であり、医学の基礎である。この講義で
は、理学療法士が治療対象とする運動に関
与する骨学・関節学・筋学について学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○

13 ○ 解剖学Ⅱ

解剖学は、人体の形状・構造を研究する学
問であり、医学の基礎である。この講義で
は運動を行い身体を維持するための器官で
ある循環器・脈管・呼吸器・消化器につい
て学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○

14 ○ 解剖学演習

骨学・循環器・脈管・消化器について学ん
だことを確認し、理解を深める。体表から
骨指標が触知できるようになり、理学療法
評価につなげる力を身につける。

1
前

1 ○ ○ ○

15 ○ 解剖学実習

解剖学は、人体の形状・構造を研究する学
問であり、医学の基礎である。理学療法士
が治療対象とする運動に関与する筋学、運
動や身体全体の機能を調整する神経学を学
ぶ。

1
後

1 △ ○ ○ ○

16 ○ 機能解剖演習

各部位での骨格筋を確認し、四肢・体幹の
運動を三次元的視点で理解する。運動機能
評価の基本となる骨格筋の作用を理解す
る。

2
前

1 ○ ○ ○

17 ○ 生理学Ⅰ

身体を構成する組織と器官の構造と機能に
ついて、循環器系、呼吸器系、消化器系、
内分泌系について学ぶ。ヒトの生体機能の
仕組みについて理解を深める。

1
前

2 ○ ○ ○

18 ○ 生理学Ⅱ

生理学は生体機能のしくみを対象としてお
り、本講義では、神経系、運動系、感覚系
について概説し、病態や障害、理学療法に
必要な評価・治療を理解する一助として、
理解を深める。

1
後

2 ○ ○ ○ ○

19 ○ 生理学実習

主に神経生理学と呼吸・循環生理学の基礎
的現象についての理解を深め、理学療法士
が行う治療手段の理論的背景を学ぶ。また
実験・解析装置の仕組みを理解し活用す
る。

2
前

1 ○ ○ ○
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20 ○ 運動学Ⅰ

身体における関節構造を理解し、運動を
骨・関節および筋活動の立場から捉え、さ
まざまな運動機能障害の理学療法評価や治
療の基礎的知識として学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○

21 ○ 運動学Ⅱ

身体における各関節運動をもとに歩行や姿
勢への影響について学ぶ。 2

前
2 ○ ○ ○

22 ○ 運動学実習

身体における基本的な動作および歩行につ
いて学習し動作の観察や分析を学ぶ。ま
た、実習を通し、筋、関節運動、姿勢の特
徴について理解を深める。

2
後

1 ○ ○ ○

23 ○ 発達障害学

人間の様々な機能の発達について理解を深
め、小児疾患に対する理学療法の基礎を学
ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○

24 ○ 身体機能学Ⅰ

身体を構成する細胞・組織を器官系に大別
し、本講義では、呼吸器系、循環器系、消
化器系、泌尿器系の構造と機能について学
ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○

25 ○ 身体機能学Ⅱ

身体を構成する細胞・組織を器官系に大別
し、本講義では、神経系の構造と機能につ
いて学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○

26 ○ 病理学

理学療法に必要な疾患の原因、病変、経
過、転帰などの本質を理解するための知識
を学ぶ。

2
前

2 ○ ○ ○

27 ○ 精神障害学

こころの病気についての特徴について学
び、理学療法の評価・治療のための知識・
理解を深める。

2
後

2 ○ ○ ○

28 ○
神経内科障害
学

神経疾患とは中枢神経（脳・脊髄）、末梢
神経および筋の疾患を総称する。これらの
疾患は運動機能を障害するため、リハビリ
テーションが必要となる。この講義では、
脳機能の局在、意識とその障害について理
解し、検査・治療（薬物治療を含む）につ
いて学ぶ。

2
前

2 ○ ○ ○

29 ○ 骨関節障害学

リハビリテーションを行う上で重要な整形
外科分野の疾患に関し、最近のトピックス
や診察（画像診断を含む）・治療（手術、
薬物治療など）の現状を交えながら学習す
る。

2
前

2 ○ ○ ○

30 ○
医学・医療概
説

日本における医学の構成と医療の構成を整
理し、それらの実践に不可欠である医学倫
理と現行の保険制度を理解する。本校の各
専門基礎分野講義の理解を深めるために最
低限の基礎生理学を学ぶ。また、生命維
持・活動のための栄養の基礎知識、予防に
ついて学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○ ○
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31 ○ 外科系障害学

理学療法の対象となる代表的な外科的治療
対象となる疾患の病態を知り、どの様な医
学的検査（画像診断を含む）・治療（薬物
療法を含む）が行われているかを学習す
る。そして、各疾患に必要なリハビリテー
ション医療についての理解を深める。

2
前

2 ○ ○ ○

32 ○ 内科系障害学

成人・小児の内科的疾患の病態生理や症
状、検査（画像診断を含む）・治療（薬物
治療を含む）を学び、各疾患に対し理学療
法を行えるよう、そして、内科的疾患を合
併する対象者への安全で効果的な対応につ
なげる。

2
後

2 ○ ○ ○

33 ○
身体機能障害
学Ⅰ

主な治療対象となる疾患について、病因、
病態生理、症候、評価を学ぶ。 2

前
2 ○ ○ ○

34 ○
身体機能障害
学Ⅱ

主な治療対象となる疾患について、病因、
病態生理、症候、評価を学ぶ。 2

後
2 ○ ○ ○

35 ○
リハビリテー
ション概論

１．リハビリテーションの定義・意義を知
り、社会におけるリハビリテーション専門
職の役割を理解する。
２．各分野のリハビリテーションを知るこ
とで、より具体的に理学・作業療法士の役
割を学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○ ○

36 ○
リハビリテー
ション医学

リハビリテーションの理念に沿ったリハビ
リテーション医療の全体を把握するととも
に、各専門職の役割とチームアプローチの
重要性を学ぶ。さらに、リハビリテーショ
ン医療が治療対象とする様々な障害の病態
を理解し、その評価と治療についての知識
を深める。

1
後

2 ○ ○ ○

37 ○ 理学療法概論

理学療法（理学療法士）の歴史・概念を学
び、さまざまな活動分野で理学療法士が社
会に対して果たす役割と課題について理解
する。

1
前

2 ○ ○ ○

38 ○
基礎理学療法
学Ⅰ

理学療法士として日常生活動作の障害をと
らえるために、各動作の特徴を学ぶ。ま
た、理学療法の中心となる運動療法につい
て学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○

39 ○
基礎理学療法
学Ⅱ

各種疾患の概略を知り、理学療法を行う上
での評価・治療との関連性を学ぶ。 1

後
2 ○ ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

（医療専門課程　理学療法学科）2026年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

40 ○ 研究方法論

研究の意義や研究論文を適切に読み解く能
力を修得する。さらに，エビデンス（根
拠）に基づく理学療法実践の展開力を身に
付けるため，研究の基礎学ぶ。

3
後

2 ○ ○ ○

41 ○
理学療法管理
学

リハビリテーション部門における組織構造
を理解し、管理という視点から業務に対す
る理解を深める。また、質の高い理学療法
を提供するため、病期や疾患に応じたリス
ク管理を学ぶ。

2
後

2 ○ ○ ○ ○

42 ○
理学療法評価
学Ⅰ

理学療法を行う上で必要不可欠な評価の意
義を理解する。この講義では一般的な評価
事項やバイタルサイン、形態測定について
その目的・具体的な手技・進め方を学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○

43 ○
理学療法評価
学Ⅱ

理学療法評価の意義、検査・測定法につい
て、その目的・具体的な手技・進め方を学
ぶ。得られた評価結果のとらえ方を学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○

44 ○
理学療法評価
学Ⅲ

中枢神経疾患の病態を把握するための評価
について学ぶ。また、中枢神経疾患に合併
し、理学療法を行うにあたっても問題とな
る言語聴覚障害・高次脳機能障害について
理解し、その評価について学ぶ。

2
前

2 ○ ○ ○

45 ○
理学療法評価
学演習

これまでに学んできた理学療法評価の意
義・手技を復習し、各疾患に対しどのよう
に評価を実施していくかを具体的に学ぶ。
そして、評価結果の統合と解釈に基づき、
治療への展開していく過程を理解する。

2
後

1 ○ ○ ○ ○

46 ○
理学療法評価
学実習Ⅰ

理学療法士が運動器の評価として行う関節
可動域の検査・測定法である「関節可動域
測定法」の意義、評価を行う際に必要な手
技を学ぶ。

1
後

1 ○ ○ ○

47 ○
理学療法評価
学実習Ⅱ

理学療法士が運動器の評価として行う筋力
の検査・測定法である「徒手筋力検査
法」・「整形外科的テスト」の意義、評価
を行う際に必要な手技を学ぶ。

2
前

1 ○ ○ ○

48 ○
理学療法評価
学実習Ⅲ

これまでに学んできた理学療法評価の意
義・手技を確認し、臨床の場面で実践でき
る応用力を身につける。

2
後

1 ○ ○ ○

49 ○ 運動療法学

理学療法の3本柱の一つである運動療法につ
いて、動くと言うことを課題にして関節な
らびに筋の特性を学び、理学療法対象疾患
の運動療法について理解する。

1
後

2 ○ ○ ○
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50 ○ 物理療法学

物理療法に必要な知識を学ぶとともに、各
機器の物理学的特徴や、生理学的な作用等
を理解する。

2
前

2 ○ ○ ○

51 ○
物理療法学実
習

物理療法に関する知識を深めるとともに、
治療上必要とされる基本的な知識・技術を
学び、また実際に経験することで、各種療
法の特徴を理解し、臨床応用する力を身に
つける。

2
後

1 ○ ○ ○

52 ○ 義肢装具学

義肢装具の目的、名称、形状などを理解す
る。実物を利用しながら、各種義肢装具へ
の理解を深める。

2
前

2 ○ ○ ○

53 ○
義肢装具学実
習

義肢装具の臨床的適応について学ぶ。実際
に装着する等の経験やデモンストレーショ
ンを通して理解を深める。また、チーム医
療として義肢装具士の役割について理解す
る。

2
後

1 ○ ○ ○

54 ○
日常生活技術
学

日常生活活動（ADL）の定義・概念・目的・
方法などを学び、代表的なADL評価方法につ
いてその内容・適応を理解する。

1
後

2 ○ ○ ○

55 ○
日常生活技術
学実習

日常生活技術学で学んだ基礎知識をもと
に、実際の動作方法や介助・練習指導方法
を理解する。また、各疾患の特徴を踏まえ
た評価と治療の展開のための基本的な考え
方や方法を学ぶ。

2
前

1 ○ ○ ○

56 ○
理学療法治療
学各論Ⅰ

運動療法学で学んだ基礎知識及び基本的な
運動療法をもとに、整形外科疾患に対する
基本的な運動療法の定義、目的、注意事
項、運動療法について学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○

57 ○
理学療法治療
学各論Ⅱ

運動療法学で学んだ基礎知識及び基本的な
運動療法をもとに、中枢神経疾患に対する
基本的な運動療法の定義、目的、注意事
項、運動療法について学ぶ。

2
前

2 ○ ○ ○

58 ○
理学療法治療
学各論Ⅲ

末梢神経疾患・筋疾患等で治療対象となる
疾患の特徴を理解し、理学療法を行う為の
評価･治療の展開について学ぶ。

2
前

2 ○ ○ ○

59 ○
理学療法治療
学各論Ⅳ

内部障害の理学療法について、循環器疾
患・呼吸器疾患・代謝性疾患を取り上げ、
必要な生理学・病理学を理解し基本的な検
査・評価・リスク管理・運動療法を理解す
る。

2
後

2 ○ ○ ○ ○

60 ○
理学療法治療
学各論Ⅴ

内部障害の症例を通し、理学療法評価・プ
ログラムの立案について学ぶ。 2

後
2 ○ ○ ○ ○
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61 ○
理学療法治療
学実習

各疾患の理学療法・処置について、実習を
通じて知識・技術を学ぶ。 2

後
1 ○ ○ ○

62 ○
理学療法治療
技術学Ⅰ

基礎医学、臨床医学の知識を確認し、理学
療法技術の基礎・応用を学ぶ。 3

後
4 ○ ○ ○

63 ○
理学療法治療
技術学Ⅱ

基礎医学、臨床医学の知識を確認し、理学
療法技術の基礎・応用を学ぶ。 3

後
4 ○ ○ ○

64 ○
理学療法治療
技術学Ⅲ

これまで学んできた、理学療法に関する知
識・技術を確認し、一層の習熟と発展を図
る。

3
後

4 ○ ○ ○

65 ○
地域理学療法
学Ⅰ

地域リハビリテーションチームの一員とし
て必要な他部門との連携及び全般的なシス
テムについて学ぶ。施設（医療・介護等）
での職業倫理と管理について理解する。

1
後

2 ○ ○ ○

66 ○
地域理学療法
学Ⅱ

地域リハビリテーションにおいて必要な、
医療・保健・福祉との連携、及び諸制度に
ついて理解する。地域リハビリテーション
システムの中で、理学療法士が果たすべき
役割と実際を捉え、今後の課題と可能性を
探る。

2
前

2 ○ ○ ○

67 ○
基礎理学療法
学臨床実習

理学療法士の対象者への対応等をチームの
一員として見学する。その中で、「見学」
の仕方を学び、理学療法の機能・役割を理
解し専門家としての態度や対応方法を育
む。また、上級学年で学ぶ専門知識や技術
を効果的かつ有意義に習得できるようにす
る。

2
後

1 ○ ○ ○ ○

68 ○
理学療法評価
学臨床実習

臨床実習指導者の指導・監督の下で「見
学」「協同参加」「実施」の流れを重視
し、理学療法における検査・測定の経験を
積む。

2
後

4 ○ ○ ○ ○

69 ○
理学療法総合
臨床実習Ⅰ

臨床実習指導者の指導・監督の下で「見
学」「協同参加」「実施」の流れを重視
し、理学療法評価から障害像の把握、理学
療法までを総合的に経験する。

3
前

7 ○ ○ ○ ○
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70 ○
理学療法総合
臨床実習Ⅱ

臨床実習指導者の指導・監督の下で「見
学」「協同参加」「実施」の流れを重視
し、理学療法評価から障害像の把握、理学
療法までを総合的に経験する。

3
前

7 ○ ○ ○ ○

71 ○
地域理学療法
学臨床実習

通所リハビリテーションの実習を通し、地
域リハビリテーションに関する制度を学
び、理学療法士が担う役割を理解する。 3

後
1 ○ ○ ○ ○

71 科目

期

週

144 単位

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件： 全ての科目を合格したものに行う卒業試験で判断する。 １学年の学期区分 2

履修方法：
本校の授業科目はすべて必修とし、当該年度で実施する科目の試
験にすべて合格することが進級・卒業の要件である。

１学期の授業期間 16

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計


